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ご挨拶                            

              

 実行委員長  岡本 和子 

 

 

大寒の候、気候温暖な神戸・淡路とはいえ、ことの外厳しい寒さ 

です。 

阪神・淡路大震災から１０年が経過しました。２１世紀の新しい 

防災指針とすることとし、災害による被害の軽減を目指す目的で 

「国連防災世界会議」がここ兵庫県で開催されます。私たちは、この機会をとらえパブリックフォーラ

ムとして「復興への思いが世界を包む ～絵画展・写真展とテレビ会議～」を開催することになりまし

た。 

 

阪神・淡路大震災を起点として、世界のさまざまな自然災害の教訓をつなぎ、インターネットを活用

することにより、国境も言語も宗教も超えて、世界の子ども達が協働しながら、「命の尊さを考える」

ことによって、世界の防災の未来について話し合う初めての試みです。 

 

2004 年 9 月、この「防災世界子ども会議」プロジェクトがスタートしました。アメリカ、イラン、イ

ンドネシア、セネガル、ネパールなど、海外 15 ヶ国 300 人と、国内 750 人の子ども達がプロジェクト

に参加し、2005 年 3 月に開催される「防災世界子ども会議 2005 in ひょうご」での発表に向けて、そ

れぞれユニークな学習を積極的に展開しています。 

 

今日の「復興への思いが世界を包む ～絵画展・写真展とテレビ会議～」はその中間発表に位置づけ

られ、代表的な学習事例を広く紹介する場として開催します。 

今回は、一昨年末のイラン・バムにおける震災時に、子どもたちの心のケアのために描かれた絵画、

新潟県中越地震の被災者の方々に向けられた世界の子どもたちのメッセージ等を展示し、台湾、イラン、

アルメニアの海外 3 拠点と淡路夢舞台会場をテレビ会議でつないで、それぞれの復興の様子や方法につ

いて、交流し議論を深めます。この会議の模様は、ここ淡路夢舞台より世界に向けて実践を発信します。

インターネットを通じて世界中にライブ配信される予定で、いくつかの学校では、この模様を体育館や

教室で観て、議論を行う学校もあります。 

 

「復興への思いが世界を包む ～絵画展・写真展とテレビ会議～」は、兵庫を核とした世界中の子ど

も達が、命の尊さや助け合いのすばらしさなど、共生社会における人間としての在り方・生き方を、Ｉ

ＣＴ（情報通信技術）を使いともに考える、これからの防災学習の実践の方向性を示す機会になると期

待しています。 

 

 最後に、このプロジェクトを通して新潟県中越地震、スマトラ沖地震で被災された皆さん、とくに小

学生や中・高校生の皆さんに、心からのエールを送りたいと思います。 
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１．  プログラム 
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部・時間 プログラム 
第一部 

12:30～ 
会場：国営明石海峡公園 淡路地区「春一番の丘」 
さくら記念植樹 

第二部 
開会 
 
13:30-13:50 

会場：兵庫県立 淡路夢舞台国際会議場メインホール 
開会の言葉  兵庫県明石市立野々池中学校 生徒代表  

コモンビートミュージカル 

開会の挨拶  実行委員長  岡本 和子 

・挨拶  ユネスコ防災課チーフ 

バダウイ・ルーバン（Dr. Badaoui Rouhban）氏 ビデオレター 

・ 挨拶  写真家 青山 良 氏、ライター 奥 圭三 氏 

プログラム１ 
13:50-14:20 

講演「情報化時代の災害救助」 

iEARN-イラン代表、科学芸術財団バムペイントショップ責任者 

モジュガン・モメニ（Mojgan Momeni ）氏 
 

プログラム２ 
14:20-14:40 

 

イラン大震災支援プログラム          

「Pooya の友だちに何かできることはありませんか」報告  

兵庫県香呂南小学校 教諭 宇那木仁香 

兵庫県香呂南小学校 PTA の取り組み 
 

プログラム３ 
14:40-15:00 

イラン・バムとテレビ会議で交流 

プログラム４ 
 
 
15:00-16:00 

「防災世界子ども会議」プロジェクト参加校の中間報告 

１．台湾 フェンシン高等学校 

２．アルメニア プロジェクトハーモニー 

３．兵庫県私立啓明学院中学校・女学院高等学校 

４．兵庫県神戸市立葺合高等学校 

５・愛知県名古屋市立柳小学校 

６．兵庫県明石市立野々池中学校 

７．兵庫県立舞子高等学校 環境防災科 

プログラム 5 

16:00-16:15 
中間発表講評 

京都大学 大学院地球環境学堂 助教授 

ラジブ・ショウ（Dr. Rajib Shaw）氏 

閉会 
16:15 

閉会の挨拶   

閉 会の言葉  プロジェクト参加校 生徒代表 

 
＊コモンビート：創造活動を通じて互いに学びあう「共育（共に育む）」活動を行う，特定非営利活動法人です。

国や性別，環境や年齢などの異なるお互いを理解し合い，創造活動により自主性や協調性を学びながらコミ

ュニケーションの大切さに気付き，ひとりひとりの感受性を豊にし，それぞれの社会や生活で生かせること

を目的としています。 



２． 「防災世界子ども会議」に寄せられたメッセージ 

  

「防災世界子ども会議」を準備中の皆様へ 
                     ユネスコ防災課 チーフ 
                     バダウイ・ルーバン博士 

まず、「防災世界子ども会議」の準備を進めていらっしゃる皆様にご挨拶できることを光栄に思って

います。皆様方の中にもすでに若くして、地震や洪水や暴風雨、その他の災害を体験している方々がお

られると聞いています。そして皆様方全員が非常に災害が起こりやすい地域に住んでいらっしゃると言

うことも理解しています。私自身イランや日本で起こった悲劇について表現されている絵画や写真を見

て、胸を打たれました。また被災者の方々に対しての子ども達のメッセージを読み、そして「春一番の

丘」での記念植樹の企画などを知り、心を打たれました。あなた達若者がやったこと、そしてやろうと

していることは大切なことで、ユネスコにとっても価値のあることです。私は心からの感謝をお送りし

ます。  

21 世紀に生きる子ども達は、どこにいようと、またどんなに困難であろうと、あなた達は少なくとも

ひとつのことを共有しています。それは私たちが未来に望んでいることを具現化するのはあなた達だと

いうことです。ユネスコの事務局長、松浦晃一郎氏の言葉を借りると、あなた達のご先祖（ご両親、ご

祖父母、その前のご先祖）が成し遂げられたこと、さらにそれ以上のことを皆様が実行してくださると

確信します。また私たちよりもっと素晴らしく成し遂げられることを望みます。 

「国連防災世界会議」は、現在も頻発し、常に話題となっている自然災害について、国際社会の関心

を今一度、呼びおこす機会となります。地域社会や政府や国際的な組織の努力にも関わらず、自然災害

は人的、経済的、環境的な意味において、世界的に甚大な被害をもたらし続けています。 

皆さん方の大部分は最近の新潟中越地震の惨状をご覧になったでしょう。避難所で生活されておられ

る方々、またその避難所から登校されている子ども達がたくさんいらっしゃると聞いています。私も新

潟中越地震を放映しているテレビを見ましたが、その中でももっとも印象に残ったのが子ども達の顔で

した。地方自治体がヘリコプターを用意して、空から被災地域の様子を見せる企画をしていましたが、

たくさんの子どもたちは涙でいっぱいの顔をしていました。しかし、家族や地域の方々のご努力で故郷

に戻れることになり、この災害を克服しようとするけなげな表情で帰郷していました。 

最近数ヶ月、そのような大災害が目立ちました。洪水や暴風雨はハイチ、ジャマイカ、その他のカリ

ブ海地方の国々を襲いました。またラテンアメリカ、インド、バングラデッシュでも同様のことが起こ

りました。強烈な地震はアルジェリア、イランイスラム共和国、モロッコなどを襲いました。イナゴの

大襲来や干ばつはアフリカで起こり続けています。ヨーロッパのあちこちで山火事の被害も起きていま

す。さらに問題なのはこれらの自然災害の一番の犠牲者は貧しい人々やハンディキャップを持った人達

だということです。 
しかし、私はそれでも未来にたいして楽観的です。コミュニケーションの形態が急速に進化した時代

において、今日の子どもたちは今まで以上の知識にアクセスできるチャンスがあり、国際交流への可能

性もかつてないほど高まっています。あなた達若者は今日危機と共に生活しているけれども、学ぶこと

で、明日の危機を減らせるし、ともすれば場合によってはそれをなくすことができるかもしれないと考

えています。 

２００４年１２月４日  パリより 

                             （翻訳：JEARN 長田 寿和子） 

 3



 4

「防災世界子ども会議」参加者の皆様へ                          

i-EARN  USA 専務理事 

エドウィン H.グラガート博士 

 

南アジア・東南アジアに壊滅的な打撃を与えた地震とそれに続く津波は、皆さんが行っている会議の

重要性を証明するものとなりました。それは、神戸・バムの地震以降、それぞれの地域で家族やコミュ

ニティの復興がなされていることを認識させてくれたばかりではなく、そのような大きな災害の際に役

立つ救援の方法と組織作りの必要性をも示してくれました。 
今、アイアーンは、アイアーンのネットワークを通じて学ぶ子どもたちがそのような災害時にすぐに

連帯できるように、他の組織と協力して救援の方法と組織作りを行っています。不幸なことに、テレビ

のニュースやそのほかのメディアで流されているショッキングな映像は、このような多くの人命や財産

を喪失するような災害が再び起こるであろう事を、私に思い起こさせます。 
 このような悲惨な状況にあっても、私の心は希望に満ちています。私の希望は、ここ日本で行われて

いるこのイベントでも明らかに示されている、３つのものからなっています。 
まず第１に、自然災害の原因に対して、世界の人々が注意を払うようになってきたこと。 
それらの原因の中には、人間によるものも含まれます。世界の子どもたちが、災害の前、災害の間、災

害の後に何が起こったのか、興味を持ち始めたということ。そして、その結果、自然災害に対する学習

が教育に取り入れられるようになり、その原因と影響を災害が起こった地域に限定するのではなく、世

界規模で考えるようになったこと。この自然災害に対する地球規模の視点が、つまり、一国の国民では

なく、人類全体への影響を考えることができることが、地球規模の問題解決と行動を起こす際の最初の

ステップとなるからです。これらのことが第２の希望の理由へとつながります。 
世界の若い人々は、自然災害が起きたときには、単に関心を持つことから、連帯し行動を起こすよう

に変わるでしょう。日本の若い皆さんとイランの仲間は木を植え、災害救援のための義捐金を集めるで

しょう。友情の証として、災害にあった若い人々に衣服や絵画を送るでしょう。そして、そのようにし

てもらった人々は、次に災害が起きたときには活発に活動する若者へと成長するでしょう。このことが

非常に重要です。このことは、大人に対しての力強いメッセージとなります。若い人々が自然災害によ

る苦しみを表現し、そしてそれを軽減する力強い仲間となります。このような、若者の行動は、何もな

いところからは生まれません。 
それが私の希望の３つ目の理由です。テクノロジーが持つ人々をつなぐ力が、災害時に人々の注意を

喚起し、行動を促すのです。私たちはこのことを１９８９年からアイアーンの中で見ています。１９８

９年アルメニアで大地震が起こったとき、アメリカとロシアの生徒を電子メールでつなぎ救援活動を行

ったのです。アメリカとロシアの生徒は、協力して義捐金を募り、赤十字がイェレバンの病院に新しい

子ども病棟を作れるようにしました。今日、何百万人という若い人々がインターネット、テレビ会議、

無線、そのほかの新しいテクノロジーを使って、おたがいを紹介しあい、地球市民として互いをいつく

しむコミュニティを形成しています。これらのことは、このようなテクノロジーなしには不可能であっ

たでしょう。若い人々が、テクノロジーを使いこなさなければ、このことは、これほど早く、力強くは

起こらなかったでしょう。私は、皆さんがこれまで行ってきたことに対して拍手を送ります。そして皆

さんと、世界の若者を２１世紀のリーダーであると申します。といいますのも、私たちは自然災害をよ

り理解し、災害に対して備えようとここに集まっているからです。 

２００５年１月  ニューヨークより              （翻訳：JEARN BEE） 



す。 

３． 各プログラムのご紹介 

第一部 

http://www.kawazu-onsen.com 
写真・資料提供 河津町観光協会

淡路島国営明石海峡公園 

さくら記念植樹 

カワヅザクラ （河津桜） 

記念植樹スケジュール 

12:30  さくら植樹 開会     

12:30  開会挨拶 実行委員長 岡本 和子 

12:40  植栽方法等説明 明石海峡公園管理センター 山田 忠行     

12:45    さくら記念植樹 開始 

13:10  さくら植樹 閉会 

国営明石海峡公園は「自然と人との共生」「人と人との交流」をテーマにした環境に優しい未来型公園

として平成５年に事業化し、整備を進めているところです。当公園は明石海峡を挟んで淡路島と神戸市に

二つの公園を計画しており、このうち淡路地区（通称：淡路島国営明石海峡公園）ではすでに公園の一部

が完成し、一般に開放されています。淡路島国営明石海峡公園には、かつては灘山という標高約 160ｍ

の山がありましたが、関西国際空港などの造成、埋め立て用に大量の土砂が運び出された結果、広大な

岩盤が露出した状態となってしまいました。運び出された土量は約１億ｍ３、甲子園球場をバケツにする

と約 170 杯分にもなります。この広大な土取り場跡地の自然をできるだけ早く回復させるため、阪神淡路

大震災のあった平成７年に公園事業として工事に着手しました。園内には、現在までに約７万本の中高

木と約 190 種、26 万株の草花が植栽されており、一年を通じて四季折々の草花を楽しむことが出来ま

す。現在、当公園では「さくらの名所づくり」事業に取り組んでおり、今後数年で園内に 350 種、約 1,000 本

のサクラの木を植える予定です。この３月までで約 750 本、180 種のサクラの植樹を終えていま

カワヅザクラは、寒緋桜と早咲き大島桜の自然交配種と言われ

ており、樹形は広卵状で樹皮は紫褐色で光沢があります。花は一

重でやや下向きについており、色は蕾の時は濃紅色で、満開時に

なると淡紅色になります。その原木は伊豆半島にある河津町にあ

り、もともと河津川沿いに芽吹いていた幼木を持ち帰り育てたもの

が起源と言われています。早咲きの桜のひとつに数えられ、その

年の気候にも左右されますが、おおよそ１月下旬から蕾をつけだ

し、２月上旬には花を咲かせます。開花はほぼ１ヶ月間と長期にわ

たり、ひと足早い春の訪れを楽しむことができます。 
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第二部 

プログラム １ 講 演  

演題 「Disaster Relief in the Information Age」 

～情報化時代の災害救助～ 

 

講師  iEARN イラン代表 

科学・芸術財団  バムペイントショップ責任者 
Mojgan Momeni（モジュガン・モメニ）さん 

 

２００３年 イラン バムの地震 

 
イランの南東部に位置するゲルマン州バムは、古くから栄え、日干しレンガとナツメヤシで有名な町で

す。 

 このバムに、2003 年 12 月 26 日、地震が発生し、死者約４万３千人、避難民約７万５千人、住居の損

壊は、バム市内の７０％に及んでいます。 

バムの城塞 (Citadel)、アルゲ・バムは、２，５００年以上の歴史があります。そして、

世界最大の日干しレンガ建築物として知られていましたが、今回の地震で一瞬にしてすべ

てが失われてしまいました。 

 

バム教育センター設立の取り組み 

 
地震後、iEARN イランでは、心のケアなどを目的とし

た、教育センターを設立しようという動きになりました。

そして、日本をはじめ多くの国からそのプロジェクトを

支援する動きが起こりました。書き損じハガキを集め義

捐金を送ったり、絵画や励ましの手紙を送ったり、日本

の震災関連の書物を翻訳して送ったりと、様々な活動が

展開されました。 
 

バム教育センターは、プレハブの建物に、コンピュータ室と、絵画教室が設けられています。そこで、

現在活動が進められています。残念ながら、まだインターネットが敷設されておらず、今後実現させて

いきたいと考えています。 
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プログラム ２ 

 

イラン大震災支援プログラム          

 「Pooya の友だちに何かできることはありませんか」 
 

                           香呂南小学校 ６年児童 ２７名 

                           香呂南小学校図書館ボランティア 

 

Pooya の回想 
 
 ぼくの名前は、Ｐｏｏｙａ。ぼくはイランから交換留学生として香呂南小学校にやって来ました。ぼ

くは、香呂南小学校の友だちと楽しい毎日を過ごしていました。ところが、2003 年 12 月 26 日、ぼくの

ふるさと、イランの古都Ｂａｍで大規模な地震が起きました。ぼくは、目の前が真っ暗になりました。 

 

何でもボランティア委員会と代表委員の具体的な取り組み 
 

① イラン大震災をニュースで知った時の様子 

② 児童集会で書き損じはがき収集を提案した時の様子 

③ 各学年の教室を回って、書き損じはがきを収集している様子 

④ 集まったはがきを仕分けする様子 

 

地域と世代と時間を超え、大きな広がりを見せた書き損じはがき 
 

① 小学校間の協力（中寺小学校・太郎生小学校・大野南小学校） 

② 千姫プロジェクトの協力 

③ 報道機関を通すことで、全国的に広がっていく支援の輪 

④ いろんな思いを込めて送られてくる書き損じはがき 

・９０歳のおじいさんから 

・阪神淡路大震災で友人を亡くされた方から 

⑤ 換金の方法を模索して 

⑥ 常に温かく見守ってくれる大人の人たち代表「図書館ボランティア」からのメッセージ 

 

現中学１年生からのビデオメッセージ 
 

① この取り組みに夢中で頑張ることができたこと 

② 小学生の私たちにもイランの友だちを助けることができたこと 

③ 取り組みを通して、改めて人の優しさや思いやりの気持ちを感じたこと 

 

Paint Shop の報告を受けて   
 

香呂南小学校６年生からモジュガン先生に友情のタペストリーの贈呈 

 

これからの私たち 
 

① スマトラ沖での大地震 

② 被災された方々への支援をみんなで考えよう 
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プログラム ４ 

「防災世界子ども会議」プロジェクトのご紹介 

大震災の教訓を未来へ   命の尊さを考えよう！ 

                               http://ndys.jearn.jp/ 

 「防災世界子ども会議」は、阪神・淡路大震災から 10 年目を迎えるにあたり、大震災の教訓を生か

して、自然と対座し、世界の国々の子どもたちが、「共生」の心を大切に、力強く２１世紀を生きてい

くための防災について話し合うプロジェクトです。  

 地震、津波、洪水など、大規模な自然災害が世界各地で相次いでいます。阪神・淡路大震災では、地

震発生直後から世界の国々から、緊急援助や温かな励ましの手紙が寄せられました。兵庫の人々の復興

を祈って送られる支援に、どれほど勇気をいただいたかしれません。 

 その感謝の気持ちを込めて、兵庫より、インターネットをはじめとする ICT（情報通信技術）を駆使

して、災害の際には、どうすれば自分たちの命を守り、互いに助け合えるかを考え、学び、異文化の人々

と深い絆で結ばれることを通して、社会の一員として自覚し、地球市民としての意識を持つ子どもたち

の育成をめざす、防災プロジェクト学習が 2004 年 9 月１日にスタートしました。 

 震災から 10 年近くが経過し、生の体験から来る臨場感は、時間の流れとともに薄れてきています。

被災地の記憶を風化させず、震災の体験を語り継ぐためには、「次に生かす」ことが必要です。震災や

復興の過程で得た経験や教訓、「命の尊さや、共生の大切さ」を子どもたちの視点で継承・発信してい

くプロジェクトです。 

今年度は、阪神・淡路大震災の 10

周年にあたり、自然災害の中から、

「地震」をメインに進めています。

現在１４カ国、海外２９校・国内

２３校 1,000 名以上の世界の子

どもたちが参加して、５つのトピ

ックスの中から自分たちの興味関

心に合ったものを選び、インター

ネットを活用して、各国がフォー

ラム（掲示板）に書き込みをする

ことを中心にして行われています。

時には、テレビ会議システムを使って学習を交流しながら、世界中の子

どもたちが、いっしょになって学習を進めています。 

アメリカ,アルゼンチン

アルメニア, イラン 

インドネシア, エジプト

カメルーン, グルジア 

シェラレオネ 

スロバキア, セネガル 

台湾, 日本, ネパール 

ロシア 他 

5 つのトピックス 
トピックス A 

災害って何？ 

トピックス B 

災害ってどうして起こるの？   

トピックス C 

災害が起こってどうなったの？ 

トピックス D 

 災害から身を守るためにはどうし

たらいいの？ 

トピックス E 

災害から世界の仲間を助けるには

どうしたらいいの？ 

本日の JEARN 震災 10 周年メモリアル事業  

 ｢復興への思いが世界を包む  絵画展・写真展とテレビ会議｣  

2005 年 3 月 28 日に開催される 

「防災世界子ども会議 2005 in ひょうご」に向けて、世界の国々の子

どもたちがインターネットを通してテレビ会議でプロジェクトの中間

発表を行います。 
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